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フィルハーモニクス　ウィーン＝ベルリン
Philharmonix Wien-Berlin
聴衆を惹きつけるその情熱こそ、ウィーン・フィル、ベルリン・フィルの精鋭達がフィルハーモニクスを結成した理由です。彼らを結び
付けているもの、それはクラシック音楽に対する純粋な愛。しかし、世界的に名の知れた7人の音楽家たちがつくり上げたのは、それ
をはるかに超えるプログラムです。ジャズやラテン音楽、ユダヤの民族音楽、ハリウッドのメロディーやポップスまで、さまざまな音
楽を才気溢れる新たな解釈で聴かせてくれます。理論上ではありえないものを巧みに組み合わせ、すべての曲において新しい、今ま
で誰も聴いたことがない音楽を奏でるのです。ポップスであろうがウィーンの伝統的な曲であろうが、プロコフィエフであろうがチャ
イコフスキーであろうが、ガーシュウィンであろうがピアソラであろうが、これほどエンターテイメント性にあふれ、エキサイティング
でスマートなクラシック音楽が、今までにあったでしょうか。フィルハーモニクスが奏でる音楽は、彼らが所属する世界トップクラスの
オーケストラに息づく、音の美学と伝統によって形づくられています。ここに集まったのは数々の賞を受賞し、一流のクラシック音楽
コンクールを総なめにしてきたメンバーです。

ノア・ベンディックス＝バルグリー （ヴァイオリン）　Noah Bendix-Balgley, Violin
カリフォルニア州生まれ。2014年よりベルリン・フィルハーモニー管弦楽
団の第1コンサートマスターとして活躍する。ソリストとして世界の著名
オーケストラと共演し室内楽演奏にも情熱を注ぐほか、クレズマー音楽
(東欧系ユダヤ民族音楽)の演奏と継承をライフワークにしている。

セバスティアン・ギュルトラー（ヴァイオリン）　Sebastian Gürtler, Violin
オーストリア出身。曾祖母はオーストリア人と日本人のハーフ。1997年か
ら2008年までウィーン・フォルクスオーパー交響楽団で第1コンサートマ
スターを務めた。室内楽奏者としての活動に注力し、フィルハーモニクス
では積極的に作曲や編曲に携わる。

ティロ・フェヒナー（ヴィオラ）　Thilo Fechner, Viola
ベルリンの音楽一家に生まれる。スイス・ロマンド管弦楽団、ミュンヘン・
フィルハーモニー管弦楽団を経て、2004年にウィーン・フィルハーモニー
管弦楽団のメンバーとなる。ツアー・マネジャーとして、世界中で旅公演
を行う同楽団の運営にも携わっている。

シュテファン・コンツ（チェロ） 　Stephan Koncz, Cello
ウィーン生まれ。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団から2010年にベル
リン・フィルハーモニー管弦楽団に移籍。ヴェルビエ祝祭室内管弦楽団の
首席奏者も務め、「ベルリン・フィル 12人のチェリストたち」のメンバーと
してもたびたび来日。作曲、指揮活動も行う。

エーデン・ラーツ（コントラバス） 　Ödön Rácz, Double bass
ブダペスト生まれ。2009年よりウィーン・フィルハーモニー管弦楽団首席
コントラバス奏者を務める。ソリストとして世界の数々の一流楽団と共演
し、屈指の超絶技巧と称えられる。録音も多く、ドイツ・グラモフォンから
ボッテシーニのコントラバス協奏曲をリリースしている。

ダニエル・オッテンザマー（クラリネット）　Daniel Ottensamer, Clarinet
ウィーン生まれ。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット奏
者。ソリストとしても世界中で活躍し、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽
団首席クラリネット奏者の弟アンドレアス、ピアノのクリストフ・トラクス
ラーとともに“クラリノッツ”を結成。

クリストフ・トラクスラー（ピアノ）　Christoph Traxler, Piano
オーストリア出身。ソロ・リサイタルのほか、ウィーン・フィルハーモニー
管弦楽団とベルリン・フィルハーモニー管弦楽団のメンバーとの室内楽、
またウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のピアノ奏者としても活動す
る。2022年秋からウィーン国立音楽大学の教授に就任。

ロゼシアター
on demand

ロゼシアターのさまざまな情報を
デジタルコンテンツでお届け！
最新情報の一部をご紹介します。

２０２０年にスタートしたYouTube「ロゼシアターチャンネル」で
は、現在約１３０本の動画を公開しています。ロゼシアターの主
催する市民ミュージカルのほか、市民演奏家によるコンサートや
アウトリーチ事業の様子などをお届けしています。

～YouTube Vol.10～

おでかけクラシック
「おでかけクラシック」は、アーティストが施設に出向き、目の前で生演
奏をお届けする企画です。12月14日に認定こども園で開催したミニコ
ンサートの模様をお楽しみください。

おでかけ芸術教室
「おでかけ芸術教室」は、アーティストが小学校に出向き、児童の皆さ
んの目の前で生演奏をお届けする企画です。12月19日開催のミニコン
サートの模様をお楽しみください。

榛葉隆仁 ( トランペット )　　関さとみ ( マリンバ＆パーカッション )

加藤葵 ( オーボエ )　　渡井綾 (ヴァイオリン )

チャンネル登録お願いします！！ 
YouTube 「ロゼシアターチャンネル」
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■『
客
席
で
踊
る
の
も
O
K
。

　  

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
聴
い
て
ほ
し
い
』

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン・コ
ン
ツ：ベー
ト
ー
ヴ
ェン
の
交
響
曲

も
大
好
き
だ
け
ど
、そ
れ
だ
け
し
か
や
ら
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
。だ
か
ら
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
弾
く
ん
で
す
。で
も
大
事
な
の
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
も
情
熱
も
ク
オ
リ
ティ
も
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
交
響
曲
を
弾
く
時
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
。

ティ
ロ・フ
ェ
ヒ
ナ
ー：
短
く
て
も
ク
オ
リ
ティ
の
高
い

も
の
、そ
し
て
皆
さ
ん
が
聴
き
た
い
も
の
を
選
択
し
て

い
ま
す
。

エ
ー
デ
ン・ラ
ー
ツ：
私
た
ち
は
す
べ
て
の
音
楽
を
演

奏
で
き
る
ん
で
す
。し
か
も
、ち
ょっ
と
や
そ
っ
と
演

奏
で
き
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、最
高
の
ク
オ
リ
ティ

で
。エ
ラ
そ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
本

当
で
す
。

ダ
ニ
エ
ル・オ
ッ
テ
ン
ザ
マ
ー：
客
席
と
い
つ
も
楽
し

く
会
話
し
な
が
ら
や
り
た
い
ん
だ
。僕
た
ち
自
身
も一

曲
一
曲
、本
当
に
楽
し
く
演
奏
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
よ
ね
。お
客
さ
ん
と
僕
た
ち
の
あ
い
だ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
。そ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
事
だ
と
思
う
ん
だ
。

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン：そ
う
。客
席
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い

た
い
ん
だ
よ
。じ
っ
と
静
か
に
座
っ
て
聴
く
ク
ラ
シッ
ク

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
の
大
き
な
違
い
は
そ
こ
か
な
。聴
衆

の
リ
ア
ク
ション
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
し
た
い
ん
だ
。

ティ
ロ：ク
ラ
シッ
ク
の
音
楽
会
と
い
う
の
は
と
に
か
く

皆
さ
ん
静
か
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
？
　
楽
章
間
に
拍
手
を
し
ち
ゃい
け
な
い
と

書
い
て
あ
る
場
合
さ
え
あ
り
ま
す
よ
ね
。で
も
私
た

ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、いつ
手
を
叩
い
て
い
た
だ
い
て

も
いい
し
、立
ち
上
がっ
て
踊
っ
て
く
れ
て
も
構
い
ま
せ

ん
。そ
れ
が
私
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む
た
め

に
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か

ら
私
た
ち
は
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
よ
く
笑
い
な
が
ら
演

奏
し
て
い
ま
す
。お
聴
き
に
な
る
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ニ

コニコ
し
て
聴
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ダ
ニ
エ
ル：日
本
で
は
ど
う
し
て
も
印
刷
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
ど
、本
当
は
、ス

テ
ー
ジ
に
出
る
直
前
に
曲
を
決
め
る
ぐ
ら
い
の
ほ
う

が
好
き
な
ん
だ
。そ
れ
な
ら
そ
の
場
で
お
客
さ
ん
の

反
応
を
見
て
、後
半
の
曲
目
を
変
え
た
り
で
き
る
し

ね
。い
ま
僕
た
ち
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
約
二
五
〇
曲
。

二
〇
二
四
年
の
来
日
に
は
ま
た
新
し
い
曲
を
作
っ
て

持
っ
て
き
ま
す
。

■
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
な
く
、ビ
ー
ト
ル
ズ
か
ら

　
映
画
音
楽
ま
で
、幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で

　
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ス
ト
フ・ト
ラ
ク
ス
ラ
ー：映
画
音
楽
は
子
供
の

頃
か
ら
大
好
き
。そ
し
て
今
、そ
れ
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

同
じ
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
ん
だ
。

ティ
ロ：
ウィ
ー
ン・フィ
ル
で
も
ジ
ョン・
ウィ
リ
ア
ム
ズ

の
C
D
を
録
音
し
ま
し
た
が
、ニュ
ー
イ
ヤ
ー
・コ
ン

サ
ー
ト
以
上
に
反
響
を
呼
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。

ノ
ア：モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
シュ
ー
ベル
ト
よ
り
先
に
映
画

音
楽
か
ら
ク
ラ
シッ
ク
に
入
っ
て
い
く
人
も
い
る
よ
ね
。

ダ
ニ
エ
ル：
映
画
音
楽
だ
け
じ
ゃ
な
い
。ス
ティン
グ
の

《
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュマン・イ
ン・ニュ
ー
ヨ
ー
ク
》な
ん
か

は
、僕
た
ち
の《
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
》み
た
い
な
も
の

で
、定
番
だ
よ
。

ノ
ア
：
私
た
ち
が
演
奏
し
て
、日
本
の
ク
ラ
シ
ッ
ク・

フ
ァ
ン
の
み
な
さ
ん
に
も
有
名
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な（
笑
）。

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン：二
〇
二
四
年
の
ツ
ア
ー
は
、私
た
ち
が

も
と
も
と
ど
ん
な
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
の
か
、そ
の

ル
ー
ツ
を
明
か
す
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
よ
う
か
と

話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
。

■
結
束
固
い
七
人
の
仲
間
た
ち

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン：こ
の
七
人
は
昔
か
ら
の
友
だ
ち
な
ん

だ
。こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
〇
一

七
年
四
月
、ウィ
ー
ン
の
コン
ツェル
ト
ハ
ウ
ス
。

ティ
ロ：やっ
て
み
た
ら
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、そ

れ
以
来
、ずっ
と一緒
に
やっ
て
い
ま
す
。音
楽
に
つ
い
て

は
す
ご
く
議
論
し
、時
に
は
ケ
ン
カ
み
た
い
に
も
な
り

ま
す
よ
。だ
け
ど
、も
と
も
と
が
仲
の
い
い
友
だ
ち
同

士
な
の
で
、ど
ん
な
こ
と
で
も
解
決
で
き
る
の
で
す
。

ク
リ
ス
ト
フ：
音
楽
家
と
し
て
互
い
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し

あっ
て
い
る
か
ら
、な
ん
で
も
話
し
合
え
る
ん
だ
。

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン：ど
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
同
じ
で
は
な
い

よ
。普
通
は
は
っ
き
り
言
い
合
え
な
い
こ
と
の
ほ
う
が

多
い
。こ
こ
は
ファ
ミ
リ
ー
な
ん
だ
。

ダ
ニ
エ
ル：
本
当
に
家
族
み
た
い
だ
よ
。大
き
な
声
で

は
っ
き
り
と
言
い
合
う
こ
と
も
あ
る
し
ぶ
つ
か
り
合

う
こ
と
も
あ
る
け
ど
、結
局
いつ
も
い
い
結
果
に
な
る

ん
だ
。直
接
言
い
合
え
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う

な
。

ノ
ア：僕
た
ち
は
皆
、「
こ
れ
で
いい
、こ
の
ま
ま
で
い
こ

う
」な
ん
て
絶
対
に
考
え
て
な
い
。いつ
も
い
ろ
ん
な
道

を
探
し
な
が
ら
、つ
ね
に
自
分
た
ち
自
身
が
楽
し
い
と

思
う
も
の
を
やっ
て
い
き
た
い
ね
。

ダ
ニ
エ
ル：た
と
え
ば
オ
ー
ル・シェ
ー
ンベル
ク
だ
っ
て

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
よ
。も
ち
ろ
ん
シュ
テ
ファン

や
セ
バ
ス
チ
ャン
の
ア
レ
ン
ジ
で
ね
。

ティ
ロ：
照
明
を
使
っ
た
り
、い
ろ
ん
な
演
出
を
取
り

入
れ
て
いっ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

■
日
本
に
は
必
ず
ま
た
戻
っ
て
き
て

　
く
れ
ま
す
ね
？

一同：も
ち
ろ
ん
！ 

ご
期
待
く
だ
さ
い
！撮

影
／
長
橋 

睦

公演情報

入場料（全席指定・税込）
一般7,700円
学生3,300円
※未就学児入場不可

『フィルハーモニクス  ウィーン＝ベルリン』

フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
が
今
年
も
や
っ
て
く
る
。

「
ウ
ィ
ー
ン・フィ
ル
と
ベ
ル
リ
ン・フィ
ル
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
世
界
最
高
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
間
違
い
は
な
い
が
、堅

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
無
縁
。音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル

や
ス
タ
イ
ル
を
超
え
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
彼

ら
の
演
奏
に
接
し
て
い
る
と
、私
た
ち
は
自
然

と
笑
顔
に
な
る
。フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
が
ど
ん

な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
の
か
、あ
ら
た
め
て
彼
ら

七
人
に
聞
い
た
。

※

二
〇
二
三
年
十
二
月
　
日
本
ツ
ア
ー
来
日
時

　
東
京
会
場
に
て
取
材

2024年１２月１０日（火）　19：00開演
ロゼシアター大ホール

《チケット発売日》
9月19日（木）１０：００～
※窓口発売は20日(金)
　10:00～

左から）ティロ、ダニエル、シュテファン、セバスティアン

左から）ノア、クリストフ、エーデン
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ＷＥＢ購入手順

クレジットカード決済 ▶ 会館窓口またはセブンイレブン店頭引取が選択可
セブンイレブン支払  ▶ セブンイレブン店頭でチケット引取

1ロゼシアターホームページ https://rose-theatre.jp （24時間対応）
2「ロゼフレンドシップ」へログイン　※「ロゼフレンドシップ」への登録が必要です
3公演・座席選択　「座席指定して予約」より座席を選択可能
4支払方法・チケット引取方法  選択

※車いす席はロゼシアターへお問い合わせください　※発売初日は10：00からの販売となります　※「学生券」は25歳以下の学生が対象です　※購入後の変更・キャンセルはできません

前回の様子

前回の様子

前回の様子

前回の様子

発売日
ＷＥＢ：6月16日（日）
窓  口：6月17日（月）

発売日
ＷＥＢ：７月25日（木）
窓  口：７月26日（金）

発売日
ＷＥＢ：8月25日（日）
窓  口：8月26日（月）

発売日
ＷＥＢ：6月20日（木）
窓  口：6月21日（金）

申込み
7月4日（木）１４時から
電話予約のみ

7
月

7
月

7
月

8
月

8
月

9
月

ロゼこどもサマーフェスティバル
ロゼこどもコンサート
ロゼこどもサマーフェスティバル
ロゼこどもコンサート

ふじ寄席
春風亭一之輔・桂宮治
二人会

ふじ寄席
春風亭一之輔・桂宮治
二人会

日   時： 8月6日（火）
 10：00～14：00　※スタートは13：00まで
会   場： 展示室・会議室・レセプションホール
参加料：無料

日   時： 7月20日（土）
 1回目／開場10:00　開演10:30
 2回目／開場12:30　開演13:00　
会   場： 中ホール
入場料：（全席指定・税込）
　均一  500円
　※3歳以上有料、
　　2歳以下保護者1名に
　　つき１名膝上鑑賞無料。

ロゼこどもサマーフェスティバル
ホール探検隊
ロゼこどもサマーフェスティバル
ホール探検隊

ロゼこどもサマーフェスティバル
トレインフェスタ
ロゼこどもサマーフェスティバル
トレインフェスタ

日   時： 7月30日（火）　14:00
 7月31日（水）　10:00／14:00

発売中
※販売状況は最新情報を
　ご確認ください

予約不要

予約不要

ロゼこどもサマーフェスティバル
スタンプラリー
ロゼこどもサマーフェスティバル
スタンプラリー

EVENT SCHEDULE 10
月

11
月

11
月

12
月

発売日 WEB：8月8日（木）
 窓 口：8月9日（金）

発売日 WEB：9月19日（木）
 窓 口：9月20日（金）

裸足で散歩裸足で散歩
日   時： 10月5日（土）　開場13：30　開演14：00
会   場： 中ホール

入場料：（全席指定・税込）

 均一：6,800円
 ※未就学児入場不可

日   時： 11月9日（土）
 開場17：15　開演18：00
会   場： 大ホール
入場料：（全席指定・税込）
 S席：10,000円　A席： 8,000円
 B席： 5,000円　※3歳未満入場不可

シエナ・ウインド・オーケストラ
演奏会
シエナ・ウインド・オーケストラ
演奏会
日   時： 11月24日（日）　開場15:00　開演15:30
会   場： 大ホール
入場料： （全席指定・税込）
 一般：4,400円　
 U18（高校生以下）：550円
 ※未就学児入場不可

劇団四季ミュージカル
『ジーザス・クライスト＝スーパースター』
［エルサレム・バージョン］

劇団四季ミュージカル
『ジーザス・クライスト＝スーパースター』
［エルサレム・バージョン］

日   時： 12月10日（火）　開場18：30　開演19：00
会   場： 大ホール
入場料：（全席指定・税込）
 一般　7,700円
 学生　3,300円
 ※未就学児入場不可

フィルハーモニクス
ウィーン＝ベルリン
フィルハーモニクス
ウィーン＝ベルリン

イベントスケジュール　2024年
ロゼシアター主催・共催事業のご案内2024

日   時： 7月22日（月）　開場18:30　開演19:00
会   場： 中ホール
入場料： （全席指定・税込）
 一般　4,400円
 学生　2,200円
 ※未就学児入場不可

春風亭一之輔 桂宮治
©キッチンミノル©キッチンミノル

ユンディ プレイ モーツァルト
ソナタ プロジェクト１
ジャパンツアー2024

ユンディ プレイ モーツァルト
ソナタ プロジェクト１
ジャパンツアー2024
日   時： 9月28日（土）　開場13：30　開演14：00
会   場： 中ホール
入場料： （全席指定・税込）
 均一 13,000円　
 ※未就学児入場不可

ユンディ・リ

©Marco Borggreve©Marco Borggreve

会   場： 中ホール
参加料： 無料
 事前申込制
 

日   時： 8月24日（土）　13:00～16:00
 8月25日（日）　10：00～12：30
 　　　　　　　　13:00～16:00
会   場： 展示室

入場料： 無料
　

撮影：堀 勝志古

©Chigusa Takashima

共

共 ・・・ロゼシアター共催事業

共

©Max Parovsky
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ロ
ゼ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フェ

音
楽
の
街
物
語
〜
音
楽
の
都
ウィ
ー
ン

街
に
は
ウ
ィ
ン
ナ・ワ
ル
ツ
が
鳴
り
響

き
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、ベー
ト
ー
ヴ
ェン
、

シ
ュ
ー
ベル
ト
、ブ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
、名

だ
た
る
音
楽
家
た
ち
が
暮
ら
し
、

ウ
ィ
ー
ン
・フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う

世
界
最
高
峰
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
生

ん
だ
街
、ウィ
ー
ン
。

で
も
、な
ぜ
ウィ
ー
ン
は「
音
楽
の
都
」

と
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
歴
史

を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、音
楽
の
都
の

誕
生
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

浦久俊彦 （うらひさ としひこ）
文筆家、文化芸術プロデューサー。一般財団法人欧州日本藝術財団代表理事、代
官山未来音楽塾塾頭、愛知県教育委員会教育アドバイザー。２０２１年３月、サラ
マンカホール音楽監督として企画した『ぎふ未来音楽展２０２０』が、サントリー芸
術財団第２０回佐治敬三賞を受賞した。著書に『１３８億年の音楽史』（講談社）、
『フランツ・リストはなぜ女たちを失神させたのか』『悪魔と呼ばれたヴァイオリニ
スト』『ベートーヴェンと日本人』（以上、新潮社）、『オーケストラに未来はあるか
（指揮者・山田和樹との共著）』（アルテスパブリッシング）など。最新刊は『リベラル
アーツ～「遊び」を極めて賢者になる』（集英社インターナショナル）。

参考文献
『ウィーン　他民族文化のフーガ』　饗庭孝男ほか著、大修館書店
『音楽都市ウィーン　その黄金期の光と影』　Ａ．Ｍ．ハンソン著、喜多尾道冬訳、音楽之友社
Dictionnaire Encyclopédique de la Musique, Univercité d’Oxford/Robert Laffont

ウィーンに珈琲文化をもたらしたトルコ珈琲

音楽の都のシンボル　ウィーン楽友協会

オスマン帝国軍楽隊

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
帝
都

ウィ
ー
ン
は
現
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都

で
す
が
、か
つ
て
は
、ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の

帝
都
。そ
の
栄
光
は
、ヨ
ー
ロッ
パ
に
君
臨
し

た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
と
も
に
あ
り
ま
し

た
。同
家
の
紋
章
と
し
て
有
名
な
の
が「
双

頭
の
鷲
」。か
つ
て
の
東
ロ
ー
マ
帝
国
で
東
洋

と
西
洋
を
と
も
に
支
配
す
る
こ
と
が
、鷲

の
ふ
た
つ
の
頭
の
意
味
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

そ
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
ウ
ィ
ー
ン
を
手
に

入
れ
た
の
は
、一
二
八
二
年
の
こ
と
。同
家

の
神
君
で
あ
る
ル
ド
ル
フ一
世（
一
二
一
八
〜

九
一
）が
、一
二
七
八
年
に
、ウィ
ー
ン
郊
外
の

マ
ル
ヒ
ヘ
ル
ト
で
、ボ
ヘ
ミ
ア
王
オ
タ
カ
ル
二

世
に
勝
利
し
た
の
ち
の
こ
と
で
し
た
。

「
城
塞
都
市
」ウ
ィ
ー
ン

　「
ウ
ィ
ー
ン
」の
語
源
は
、ラ
テ
ン
語
の

「
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ナ
」。意
味
は「
要
塞
」で
す
。

ド
ナ
ウ
川
に
近
い
ケ
ル
ト
人
の
集
落
が

ウ
ィ
ー
ン
の
起
源
で
す
が
、こ
の
集
落
を
紀

元
一
〇
〇
年
頃
に
ロ
ー
マ
帝
国
が
征
服
し
、

新
た
な
城
塞
、宿
営
地
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。で
は
、な
ぜ
ウ
ィ
ー
ン
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
に
と
っ
て
重
要
な
都
市
と
な
っ
た
の
か
？

下
の
絵
図
は
、一
五
四
八
年
の
ウ
ィ
ー
ン
で

す
。目
を
引
く
の
は
、街
の
周
囲
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た「
城
壁
」。こ
の
城
壁
は
、一
八
五

八
年
に
当
時
の
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・ヨ
ー
ゼ
フ

一
世
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
る
ま
で
、ず
っ
と

ウ
ィ
ー
ン
の
街
を
取
り
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
街
は
、城
壁
に
覆
わ
れ
た｢

要

塞
都
市｣

だ
っ
た
の
で
す
。

「
オ
ス
マ
ン
の
衝
撃
」の
影
響

　
で
は
、何
か
ら「
守
る
た
め
」の
城
壁
な
の

で
し
ょ
う
か
？
　
答
え
は
、オ
ス
マン
帝
国
。

つ
ま
り
、こ
の
重
厚
な
城
壁
は
、オ
ス
マン
軍

の
襲
撃
に
備
え
る
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。十

五
世
紀
に
東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
し
、首
都

の
コ
ン
ス
タ
ン
ティ
ノ
ポ
リ
ス
を
征
服
し
た

ト
ル
コ
系
の
多
国
籍
帝
国
、オ
ス
マン
帝
国

は
、十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て

の
ヨ
ー
ロッ
パ
諸
国
に
と
っ
て
、「
オ
ス
マン
の

衝
撃
」と
呼
ば
れ
る
脅
威
で
し
た
。そ
の
軍

隊
は
強
靱
で
、勇
ま
し
い
軍
楽
隊
の
リ
ズ
ム

を
聴
く
だ
け
で
、ヨ
ー
ロッ
パ
の
人
々
は
震
え

上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。そ
の
影
響
は
、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の『
ト
ル
コ
行

進
曲
』の
な
か
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ト
ル
コ
珈
琲
と
ウ
ィ
ー
ン

音
楽
の
影
響
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウィ
ー
ン
は
歴
史
上
二
度（
一
回
目
は一
五
二

九
年
。二
回
目
は
一
六
八
三
年
）に
わ
た
っ

て
オ
ス
マン
軍
に
包
囲
さ
れ
、絶
体
絶
命
の

ピ
ン
チ
に
！
し
か
し
、そ
の
と
き
撤
退
す
る

ト
ル
コ
軍
の
置
き
土
産
が
珈
琲
豆
で
し
た
。

ウ
ィ
ー
ン
名
物
と
な
っ
た
珈
琲
文
化
は
、こ

の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

民
族
の
十
字
路

ウ
ィ
ー
ン
文
化
の
源
流

　
西
と
東
が
交
わ
る
地
点
に
位
置
し
、多

彩
な
異
国
民
族
や
文
化
、音
楽
が
流
れ
る

街
ウ
ィ
ー
ン
。こ
こ
に「
民
族
の
十
字
路
」と

呼
ば
れ
た
、ウィ
ー
ン
独
特
の
文
化
が
生
ま

れ
た
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、一
八
七

八
年
に
書
か
れ
た
、あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
よ
る
ウィ
ー
ン
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

　
「
何
世
紀
も
の
間
、
ス
ラ
ブ
人
、マ

ジ
ャ
ー
ル
人
、イ
タ
リ
ア
人
た
ち
に
浸
さ

れ
、こ
の
街
に
は
、も
は
や
純
粋
な
ド
イ
ツ

人
の
血
な
ど
一
滴
も
な
い
。ウ
ィ
ー
ン
に

は
、プ
ラ
ハ
の
よ
う
な
ボ
ヘ
ミ
ア
人
の
劇
場

が
あ
り
、イ
タ
リ
ア
人
の
オ
ペ
ラ
座
が
あ

る
。フ
ラ
ン
ス
人
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
歌

手
が
お
り
、ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ク
ラ
ブ
が

あ
る
。乗
合
馬
車
で
は
、時
と
し
て
誰
も
ド

イ
ツ
語
を
理
解
し
な
い
た
め
言
葉
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
な
い
。カ
フ
ェ
の
な
か
で

は
、ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、チ
ェ
コ
語
、ス
ラ
ブ

語
、ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、イ
タ
リ
ア
語
の
新
聞

が
置
い
て
あ
っ
て
も
、ド
イ
ツ
語
の
新
聞
は

ひ
と
つ
も
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。ウ
ィ
ー
ン

は
ド
イ
ツ
人
の
街
で
は
な
い
の
だ
」

　
つ
ま
り
、ウ
ィ
ー
ン
の
文
化
と
は
、あ
ら

ゆ
る
民
族
文
化
を
吸
収
し
、そ
の
な
か
か

ら
形
成
さ
れ
た
文
化
で
、音
楽
も
ま
さ
に

そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
す
。敵
国
で
あ
る

ト
ル
コ
の
音
楽
で
も
珈
琲
で
も
、吸
収
で

き
る
も
の
は
吸
収
す
る
。ウ
ィ
ー
ン
が
の
ち

に
、あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
音
楽
家
た
ち
を
惹

き
付
け
、「
音
楽
の
都
」と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、こ
の
よ
う
な
多
種

多
様
の
民
族
文
化
が
入
り
乱
れ
た
独
特

の
文
化
的
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

浦
久
俊
彦

ハプスブルク家の紋章

１５４８年のウィーン市街図
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PICK UP
ARTIST

受
賞
の
連
絡
を
受
け
て
ど
う
で
し
た
か
。

　
自
分
の
意
志
で
公
募
展
に
応
募
し
た
の
は
初
め

て
な
の
で
、嬉
し
か
っ
た
で
す
。家
族
が
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。一
〇
〇
匹
の
昆
虫
に
統
一
感
を
持
た

せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、審
査
員
の
コ
メ
ン
ト
の

中
に「
各
要
素
が
関
係
し
あ
い
な
が
ら
・・・
」と
い
う

言
葉
が
あ
り
、私
の
考
え
を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
の

か
と
思
う
と
嬉
し
い
で
す
し
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

作
品
に
つ
い
て
解
説
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　　
私
は
本
当
に
好
き
な
も
の
は
上
手
に
描
け
な
く

て
、あ
ま
り
描
き
た
く
な
い
も
の
や
見
た
く
な
い
も

の
、気
持
ち
悪
い
も
の
に
対
し
て
は
逆
に
刺
激
さ
れ

る
の
か
、た
く
さ
ん
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。昆
虫

は
怖
い
も
の
見
た
さ
と
い
う
か
、好
き
じ
ゃ
な
い
か
ら

こ
そ
一
〇
〇
枚
も
描
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。図
鑑
な
ど
に
は
同
じ
よ
う
な
虫

し
か
載
っ
て
い
な
い
の
で
、S
N
S
で

調
べ
て
描
き
ま
し
た
。全
部
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
描
く
予
定
で
し
た
が
、こ
れ

じ
ゃ
終
わ
ら
な
い
と
思
い
、コ
ラ
ー

ジ
ュ
も
加
え
て
、一つ
の
虫
を
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
ボ
ー
ル
ペン
で
表
現
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。気
持
ち
悪
い
と
思
い

な
が
ら
描
く
の
も
楽
し
か
っ
た
で
す

(

笑)

。当
初
は
デ
ッ
サ
ン
を
フ
ァ
イ
ル

に
入
れ
て
観
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、見
た
目
の
迫
力
に
欠

け
る
し
伝
わ
り
づ
ら
い
だ
ろ
う
と
思

い
、大
き
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
貼
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。ど
ん
な
ふ
う
に
見
せ

た
ら
よ
い
の
か
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。

現
在
、美
術
系
の
大
学
に
在
学
し

て
い
ま
す
ね
。

　
絵
画
を
専
攻
し
て
い

て
、今
は
主
に
油
絵
を
描

い
て
い
ま
す
。こ
の
公
募

展
に
応
募
す
る
時
、油
絵

に
す
る
か
デ
ッ
サ
ン
に
す

る
か
迷
っ
た
の
で
す
が
、

油
絵
の
一
〇
〇
号
よ
り
も

デ
ッ
サ
ン
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
ほ
う
が
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、こ
の
作
品
で
応
募

し
ま
し
た
。先
日
、※

五
美
大
展
で
先
輩
方
の
作
品

を
見
て
と
て
も
刺
激
を
う
け
ま
し
た
。自
分
は
ま

だ
ま
だ
だ
な
と
思
っ
て・・・

※

五
美
大
展
・・・
女
子
美
術
大
学
、東
京
造
形
大
学
、日
本
大
学

芸
術
学
部
、武
蔵
野
美
術
大
学
、多
摩
美
術
大
学
に
よ
る
絵
画
・

彫
刻
系
の
合
同
卒
業
・
終
了
制
作
展

創
作
意
欲
を
湧
き
立
て
る
も
の
は
何
で
す
か
。

　　
色
を
使
う
こ
と
が
好
き
で
す
。景
色
を
描
い
た

作
品
に
、現
実
に
は
無
い
色
を
加
え
て
み
た
り
、

毒
々
し
い
色
や
蛍
光
色
を
使
っ
た
り
し
ま
す
。作
品

も
い
ろ
ど
り
あ
ざ
や
か
な
も
の
が
多
い
で
す
ね
。ど

こ
へ
行
っ
て
も
つ
い
色
が
目
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
、そ

の
色
に
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は〈
み
ど

り
〉が
好
き
で
、例
え
ば
森
の
み
ど
り
を
ど
の
よ
う

に
表
現
し
て
、ど
う
見
せ
た
ら
い
い
の
か
考
え
る
の

が
楽
し
い
で
す
。目
に
つ
い
た
も
の
を
写
真
に
撮
っ
て

見
返
し
て
、こ
う
い
う
色
い
い
な
と
制
作
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

挑
戦
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

　　
抽
象
的
な
絵
を
描
き
た
い
で
す
。今
ま
で
は
対

象
物
を
見
て
そ
の
通
り
に
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
、ぜ
ひ
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
回
の

同
時
開
催
で
展
示
さ
れ
て
い
る
平
尾
早
希
さ
ん
の

作
品
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。　
色
の
バ
ラ

ン
ス
や
空
気
感
な
ど
、物
体
と
し
て
存
在
し
な
い
も

の
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。抽
象
的
な
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、描
く
こ
と
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

求
め
る
も
の
を
貪
欲
に

吸
収
し
て
、作
家
と
し
て

ひ
と
回
り
も
ふ
た
回
り

も
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

世
界
的
に
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ひ
と
り
、

ユ
ン
デ
ィ
・
リ
さ
ん
。今
年『Y

U
N
D
I p
lays 

M
O
Z
A
RT TH

E SO
N
ATA

 PRO
JEC

T1
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an To

ur 2
0
2
4

』と
題
し
行
わ
れ
る

ツ
ア
ー
を
前
に
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
選
ん
だ
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
は
、音
楽
や
ピ
ア
ノ
の
文

献
の
中
で
最
も
緻
密
で
複
雑
な
音
楽
作
品
で
す
。

(

シ
ョ
パ
ン
の
作
品
と
同
様
に)

音
楽
家
の
音
楽
的
セ

ン
ス
や
指
の
音
色
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
試
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
、と
て
も
興
味
が
あ
り
、新
し
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
選
び
ま
し
た
。

好
き
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
曲
と
そ
の
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
、特
に
魔
笛
、フィ
ガ
ロ
の
結

婚
、そ
し
て
も
ち
ろ
ん
ピ
ア
ノ
曲
の
多
く
の
作
品
は
、

彼
の
音
楽
が
す
べ
て
を
包
み
込
み
、非
常
に
清
ら
か
な

内
面
と
精
神
世
界
を
持
っ
て
い
る
の
で
、私
は
と
て
も

好
き
な
音
楽
で
す
。

今
回
ツ
ア
ー
で
取
り
上
げ
る
ピ
アノ・ソ
ナ
タ
の
聴

き
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
四
つ
の
ソ
ナ
タ
は
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ

の
中
で
も
最
も
代
表
的
な
作
品
で
あ
り
、私
が
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
証
と
し
て
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
創
作
の
本
質
、音
色
の
無

限
の
変
化
、個
性
の
変
容
、神
性
と
ド
ラ
マ
の
表

現
、つ
ま
り
音
楽
の
最
高
の
表
現
力
を
表
し
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
と
こ
ろ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
一
番
大
事
な
の
は
、そ
の
場
に
い
ら
れ
る
こ
と
で

す
。聴
衆
と
一
体
化
し
、心
か
ら
音
楽
の
世
界
に
入

り
込
み
、人
と
ピ
ア
ノ
が
一
体
感
を
持
て
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。

ピ
アノ
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ピ
アノ
の
魅
力
は
、無
限
に
変
化
す
る
音
を
通
し

て
、世
界
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
光
景
や
人
間
の
知

覚
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に一言
お
願
い
し
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
ま
す
が
、こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
を
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

新進アーティスト作品展vol.22　Art Generation 2024
2024.3.2(土)～3.10(日)

※新進アーティスト作品展…静岡県内の18～35歳を対象とする美術の公募展

次
回
開
催
時
に
、個
展
開
催
予
定

受賞作品「100 INSECTS」

優秀賞受賞

菊地美月 (きくちみつき)

表彰式の様子

【プロフィール】
ユンディ・リ（Yundi Li,李雲迪）は、中国・重慶生まれのピア
ニスト。2000年、ワルシャワで開かれた第14回ショパン国
際ピアノコンクールで、ブーニン以来15年ぶりに第1位で
の優勝を果たし、注目を浴びる。ショパン・コンクールでの
優勝は、中国人では初であった。ショパン・コンクール優勝
後も、ドイツで研鑽を積む。2024年3月からワールドツアー
をスタートし、同年9月からジャパンツアーを開催する。

ユンディ・リ
Yundi Li

INTERVIEW

【プログラム】
ピアノ・ソナタ 第11番 イ長調 K.331「トルコ行進曲付き」
ピアノ・ソナタ 第8番 イ短調 K.310
幻想曲 ハ短調 K.475
ピアノ・ソナタ 第14番 ハ短調 K.457
(W.A.モーツァルト)
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　©Marco Borggreve

公演情報

YUNDI plays MOZART THE SONATA
PROJECT1 Japan Tour 2024
2024年９月２８日（土）
開場13：30　開演14：00

－チケット料金－
（全席指定・税込） 均一13,000円

※未就学児入場不可
－チケット発売日－

６月２０日（木）10：00～
※窓口発売は２１日（金）10：00～



【昔々の富士物語】【昔々の富士物語】
ロゼ☆よしもとふるさと劇団

☆日常では味わえない楽しさがあった。
☆プロの芸人の動きが間近で見られ、同じ舞台に立てる機
会はなかなかないことなので良い経験になった。

☆和気藹々としたあたたかい雰囲気で稽古に参加できた。
☆芸人さんは面倒見がよく場の雰囲気を盛り上げてくれるのでモチベーションを高
く持てた。また、見本を見せて貰うなど指導がわかりやすく、楽しく稽古に臨めた。
☆経験者の方も全くの未経験の方がいたりといろいろな方と知り合うことができた。
教えてもらうことも一緒に考えることもできて楽しかった。

☆様々な世代の方々と触れ合えた。劇団員の団結力があり終始楽しい雰囲気だった。

　
ロ
ゼ
☆
よ
し
も
と
ふ
る
さ
と
劇
団
は
、よ

し
も
と
芸
人
と
市
民
公
募
の
劇
団
員
が
同

じ
舞
台
に
立
つ
市
民
参
加
型
企
画
で
す
。

オ
ー
ディ
シ
ョン
を
経
て
様
々
な
特
技
を
持

つ
総
勢
三
十
名
の
市
民
が
集
ま
り
、劇
団

員
と
な
り
ま
し
た
。一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
の
三
か
月
間
、プ
ロ
の
芸
人
と
と
も
に
稽

古
を
重
ね
、三
月
十
七
日
の
本
番
で
は
多

く
の
お
客
様
か
ら
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

　
稽
古
は
、市
民
劇
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
特
技
を
生
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
台
本

（
作
演
出
／
内
海
仁
志
）を
手
に
、よ
し
も

と
芸
人
と
市
民
劇
団
員
が
車
座
に
な
っ
て

読
み
合
わ
せ
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。観
客
に
面
白
さ
を
伝
え
る
た
め

の
芸
人
に
よ
る
指
導
、芸
人
主
導
な
ら
で

は
の
楽
し
い
空
気
感
の
中
で
、み
ん
な
で一つ

の
喜
劇
を
作
り
上
げ
ま
す
。

　
市
民
劇
団
員
は
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
文
化
活
動
の
経
験
者
が
い

る一
方
で
未
経
験
者
も
多
く
参
加
し
、市
民

劇
団
員
同
士
の
助
言
、工
夫
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。経
験
者
未
経
験
者
が一
丸

と
な
っ
て
創
出
す
る
、富
士
市
な
ら
で
は
の

劇
団
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
番
は
、市
民
劇
団
員
が
お
客
様
た
ち

へ
、自
分
た
ち
が
感
じ
て
き
た
楽
し
さ
や
面

白
さ
を
伝
え
る
番
で
す
。プ
ロ
で
あ
る
、よ

し
も
と
芸
人
た
ち
が
舞
台
の
基
礎
を
し
っ

か
り
と
支
え
、市
民
劇
団
員
も
堂
々
と
稽

古
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
暖
か
い
舞
台
で
、

終
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
多
く
の
お
客
様

か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
フ
ラ
ッ
シュバッ
ク

（
十
三
ペー
ジ
）に
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
る

の
で
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ロゼシアター開館30周年記念

令和6年 3月17日㊐
富士市文化会館ロゼシアター大ホール

ロゼ☆よしもとふるさと劇団
＆お笑い公演

ロゼ☆よしもとふるさと劇団
＆お笑い公演作演出：内海仁志

殺陣師：いけや賢二

出演　(よしもと芸人)

芦澤和哉
国崎恵美
内海仁志
いけや賢二
さこリッチ
ぼよんぼよん　岡本昌典
ぼよんぼよん　ふぃーばーくん

出演　(市民劇団員)

天崎ことり
荒木田豊
石塚歩
伊藤碧之進
岩場香苗
岩場紀親
大貫竜哉
大原璃子

小笠原凜奈
岡田恵美子
鎌野未彩
神威アンジェラ
川口美帆
菊池彩乃
志田澄美
田口清空

田口悟史
田口瞳
田﨑想志
中村高規
鍋田美江
西川有希
福島菜津美
村田桜空

山本好子
横山千絵
横山悠斗
和田周也
渡邉祝仁
渡辺能仁

五十音順

参加者の感想
（一部抜粋）
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INFORMATION from ROSÉ THEATRE フ ラ ッ シ ュ  バ ッ クFLASH BACKFLASH BACK 2024.2～42024.2～4
終了したロゼシアター主催事業の様子をお届けします！2024年2月～4月をフラッシュバック！！ホール利用相談窓口開設のお知らせ ふじ・紙のアートミュージアム

プレゼントのご案内

青木一香展 観覧無料

休館日のお知らせ

７月８日(月)・9日(火)
８月19日(月)～22日(木)
９月９日(月)

新年度が始まり、ロゼシアター主催事業もすでに1公演を実施いたしました。
多くの方にご入場いただき、嬉しい限りです。今後の公演もさまざま予定されてい
ますが、どの公演でもお客様に楽しんでいただけるよう、頑張ります！（松）

編集後記

■ホームページ https://rose-theatre.jp　■X 「ロゼシアター公式アカウント」@rose_staff_fuji　■YouTube 「ロゼシアターチャンネル」　■LINE ロゼシアター【イベント】

■『半谷学展』6月30日（日）まで
□日程など変更させていただく場合があります。
□最新情報はウェブサイトまたはFACEBOOKを
　ご参照ください。

ふじ・紙のアートミュージアム
〒416-0953 静岡県富士市蓼原町1750番地　富士市文化会館ロゼシアター内（1階東側奥）
TEL 0545-32-6581　FAX 0545-32-6582　https://www.fuji-paperart.jp　

電話：0545-60-2510（9:00～20:00）　メール：hall_support@rose-theatre.jp

休館日
8月19日（月）～22日（木）、9月9日（月）
ロゼシアター休館日に休館

開催期間：7月15日（月祝）～9月16日（月祝）
開館時間：10:00～18:00

本誌は５月２０日現在の情報です。 最新情報はロゼシアターホームページ等でご確認ください。

ホール利用の不安を解決！
　令和６年度から「ホール
利用相談窓口」を開設しま
した。ホール利用経験の少
ない方や、はじめてホール
を利用する方をサポートさ
せていただきます。
詳細はロゼシアターHPをご確認ください。ご相談は会館窓
口、お電話、メールにて受け付けております。

■応募方法：はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号・希望プレ
　ゼントを明記し、下記アンケートにご回答のうえご応募ください。
　① 情報誌を入手した方法または場所
　② 情報誌で面白かった内容、ページ
　③ 情報誌またはロゼシアターへのご意見・ご感想
■宛先：〒416-0953　富士市蓼原町1750番地
　　  　ロゼシアター「情報誌ロゼ１27号」プレゼント係
■締切：9月2日（月）必着
※当選はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
※ご応募はおひとり様1件まで（重複がある場合はすべて無効）

公演チケット1組2名様Ａコース

レストラン「ロゼテラス」お食事券
（1,000円分）　2名様

Bコース

レストラン「ロゼテラス」

◆営業時間　11：００～15：００（ラストオーダー１４：３０）
◆場　　所　２階レストラン（ロゼテラス）
◆お問合せ　ロゼテラス　TEL 0545-60-2727
※当面の間は月曜休店・ランチ営業のみ。
　詳細は「ロゼテラス」ホームページをご覧ください。

●ビーフシチューのオムライス 1,780円
●炭火焼鳥と彩り野菜のオムライス 1,550円
●ツナと木の子の和風パスタ 1,430円
●アスパラとベーコンのアラビアータ 1,450円
●なすとモッツァレラのボロネーゼ 1,480円

対象公演： 劇団四季ミュージカル
 『ジーザス・クライスト＝スーパースター』
 ［エルサレム・バージョン］
　 １１月９日(土)　１8:００開演

劇団四季ミュージカル
『クレイジー・フォー・ユー』
2月4日（日）18:00開演
・歌唱力とダンスが圧倒的で引き込まれ
ました。（３０代男性）
・とても楽しかったです。踊りがやはり素
敵で心が晴れます。（７０代男性）
・タップダンスがすごかったです！また観
に行きたいと思いました。（１０代女性）

三枝成彰のレクチャーコンサート
クラシックは凄い！vol.2
2月16日(金)　19：00開演

・音楽家たちの話がきけて人柄にふれて、さ
らに親しみがわきました（50代女性）
・とても素晴らしい音楽だと思います。心休
まるステキな演奏でした。（70代女性）
・フジゾリテンの皆さんの美しい演奏、音楽
愛が素敵でした。（60代男性）

新進アーティスト作品vol.22
『Art Generation2024』
3月2日(土)～3月10日(日)

・若い方の感性が素晴らしくどの作品も見
ごたえがありました（60代女性）
・同年代の人の作品を見られてとても刺激
を受けました（20代男性）
・美術を愛する方たちのチャンスの場として
長く続けてほしいと思います（50代女性）

ロゼ☆よしもとふるさと劇団
＆お笑い公演 3月17日(日)　14：00開演
・初めて吉本の劇を生で見て、しかも市民参
加でとても楽しく、心が温まりました。皆さ
ん輝いて見えました！！（５０代男性）
・お笑い芸人さんはもちろん、ふるさと劇団
の舞台がとても素晴らしかったです。
 （４０代男性）
・テレビで見ていたお笑いを生で見ること
ができてとても楽しかったです。たくさん
笑って元気が出ました！（２０代女性）

ロゼこどもスプリングコンサート
4月13日(土)　10：30／13：00開演

・今年で２回目です。２歳の息子も楽しん
で聴くことができました。（３０代女性）
・低額なのに楽器の生演奏や手あそびう
たなどもりだくさんでとても楽しめまし
た。（３０代女性）
・参加形式の所もあり親子で楽しめまし
た。（２０代女性）

3月14日(木)　19：00開演
・すばらしい演奏でした。また聴きたいと思
いました。（２０代女性）
・若さ溢れて良いですね。これからのご活躍
を期待しております。（６０代男性）
・若い方が頑張っているのを見たり聴いた
り出来る機会があるのはとても良いと思
う（３０代女性）

第１１回
ロゼ富士山こども将棋大会
2月23日(金祝)

・楽しい時間をありがとうございました。

・すぐに負けてしまい悔しかったです。

・どうぶつしょうぎがおもしろかった。指

導対局にまた挑戦したいです。

ロゼ・フォークプラザvol.20~FINAL~
「伊勢正三・南こうせつ Best Night」
2月10日（土）17：30開演
・シリーズ最後にして最高の夜を過ごす事が
できました。素晴らしい２０年間をありがと
うございました！（６０代女性）
・フォークソングと共に青春を過ごした色々
な思い出が浮かびました。（７０代女性）
・感動した！音楽でみんながひとつになるっ
て素晴らしい。（６０代男性）

４月から新メニュー登場！スープ・サラダ付

新人音楽家による演奏会
『Rosé Nouveau Concert』
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